
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
 
 
　 

　　　　　　           　　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  
 
 

  
 
 

  
 

 
 

こんにちは！

西箕輪南部保育園です！ 回　
覧

・自然に親しみながら意欲的に遊び、 

健康な体づくりをする 

・同年齢や異年齢の友だちと一緒にあそび、

思いやりの心を育てる 

・地域のさまざまな人とふれあいながら、 

地域の自然や文化に親しむ 

　　　未満児（もも･いちご）８名 

　　　年少児（さくら）　　 ８名 

　　　年中児（すみれ）　   ８名 

　　　年長児（たんぽぽ） 　８名 

　　　　　　計　　　　 　 32 名 

　　　　　(4 月１日現在)

自然を感じて…五感を働かせ、四季の移り変わり

に目を向け感性を豊かに育てます 

自然物を使って遊ぶ…山の木々・草花・木の実・ 

落ち葉や砂・水・泥などであそびます 

散歩に出かける…山の中を探検しながら歩き、 

たくましい体づくりをしています

畑作り　保育園の畑で野菜を栽培しています 

　じゃがいも・トマト・ピーマン・ 

　ナス・いんげんなど 

クッキング　畑で採れた野菜を材料に、自分

たちで作ります 

　ピザ・カレー・さつま汁など

地域の皆様、こんにちは。日頃より保育園の活動にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。 

今年度も４月３日に入園式を迎え、新たな１年がスタートしました。クラス担任が変わり、子どもた

ちもそれぞれ新しいクラスの雰囲気をうかがいながらのスタートでしたが、少人数ならではのアットホ

ームな雰囲気の中、「たのしい！」「やってみたい！」を見つけて、毎日のびのびと過ごしています。　　　　　　　

これからも園庭から元気な声が聞こえてくることと思います。どうぞ引き続き温かく見守っていただ

ければ幸いです。 

保育園の様子や活動を地域の皆様にお知らせするために、「こんにちは！西箕輪南部保育園です！」　　

を発行いたします。どうぞ、よろしくお願い致します。 

はたけ先生に手伝
ってもらいながらジ
ャガイモを植えたよ。

「テントウムシが
いたんだよ！」

「え‼どこどこ？」

 令和８年５月

（裏面へ）



 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
                                         
 

西山神社や山の広場、近くの原っぱなどにお散歩に

行かせていだたきます。途中、地域の皆様にやさしく声

をかけていただき、子ども達を温かく見守っていただ

いていることに感謝申し上げます。 

今後も地域の皆様にはお世話になりますが、よろし

くお願いいたします。

「なんなん広場」（園庭開放）のお知らせ 

保育園では、入園前のお子さんを対象に園庭開放を行っています。 

雨天の場合や感染症の流行期は中止となる場合がありますが、ご都合の良

い時間に、ぜひお越しください。 

詳細につきましては、お気軽に保育園までお問い合わせください。 

日程：６月 11 日(木)　7 月９日(木)　8 月６日(木)　9 月 10 日(木) 

10 月 8 日 ( 木 )　 11 月 12 日 ( 木 )　 12 月 10 日 ( 木 )　　　　　　　　

1 月 14 日(木)　2 月１８日(木)　3 月 11 日(木)　　 

時間：9 時～11 時頃まで

西箕輪南部保育園 

担当：井内　祐子 

〒396-0041 

伊那市西箕輪 5044 番地 

TEL／FAX 73-4033

西箕輪南部保育園の『元気っこ』たちは、戸外での遊びが大好きです。晴

れた日はもちろん、少し肌寒い日も、元気よく園庭へ飛び出して行きます。 

斜面を登り降りしたり、鬼ごっこで走り回ったり、ごちそう作りや虫探し

に夢中になる姿も見られます。学年を超えて、あちらこちらで楽しそうな声

が響いています。

「テントウムシをみつけたよ！」 

ちょっと形がゆがんでしまったボウルを重ねて虫かごの代わりに…　 

ぴったりくる位置を調整するけど、やっぱり隙間が空いちゃう…。ちゃん

とテントウムシがいるか確かめながら、何度も何度も調整していました。 

大人だったら、「飼育ケース使えばいいのに。」「せめて箱にしたら？」

なんて合理的に考えてしまうけど、どうしてもこれに入れたかったようで

す。そんな気持ちを受け止めながら、子どもの発想や、気づき、試行錯誤

を大切にしてあげたいですね。うまくいかなかった時に、一緒に考えたり

試したり、よいタイミングでヒントを出せる存在でありたいです。 

「ぼくの友だちがすみません」 

自慢のブロック作品を見せに来てくれた子どもたち。一人がうっかり落としてしまい、廊下にバラバラと

散らばってしまいました。するとそばにいた子が一言。「あ、ぼくの友だちがすみません。この子、ぼくの友

だちなんです！」その言い回しに思わずその場にいるみんなで笑ってしまいました。すぐにみんなでブロッ

クを拾い集め、「大丈夫？直せる？」と気遣う姿に、「うん大丈夫。」と拾ってもらったブロックを組み立て直

していきました。誰かが困っていったら自然と手を差し伸べ合える子どもたちの姿に、日々の育ちを嬉しく

感じ、ほっこりしたひとこまでした。


